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このドキュメントの使用法

このインストールガイドでは、VMware ESXiソフトウェアのインストール手順
と、Oracleの Sun Server X3-2を構成および使用できる状態にするためのソフトウェア
の初期構成に関する手順について説明します。

注 – Sun Server X3-2は以前は Sun Fire X4170 M3サーバーという名前でした。この旧名
がまだソフトウェアに表示されている場合があります。新しい製品名は、システム
機能の変更を示すものではありません。

このドキュメントは、技術者、システム管理者、承認サービスプロバイダ (ASP)、お
よびオペレーティングシステムのインストールについての経験を持つユーザーを対
象としています。

このセクションでは、最新のソフトウェアとファームウェア、ドキュメントと
フィードバック、およびサポートとアクセシビリティー情報の入手方法を説明しま
す。

■ 5ページの「最新のソフトウェアとファームウェアの入手」
■ 6ページの「このドキュメントについて」
■ 6ページの「関連ドキュメント」
■ 6ページの「フィードバック」
■ 7ページの「サポートとアクセシビリティー」

最新のソフトウェアとファームウェアの入手
各Oracle x86サーバー、サーバーモジュール (ブレード)、およびブレードシャーシ用
のファームウェア、ドライバ、その他のハードウェア関連ソフトウェアは定期的に
更新されます。

最新バージョンは次の 3つのうちいずれかの方法で入手できます。

■ Oracle System Assistant – Oracle x86サーバーの出荷時にインストール済みの新規オ
プションです。必要なすべてのツールとドライバが含まれており、サーバーに組
み込まれています。

■ My Oracle Support: http://support.oracle.com
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■ 物理メディアの申請

詳細は、39ページの「サーバーファームウェアとソフトウェアの入手」を参照して
ください。

このドキュメントについて
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で利用できます。情報は (オ
ンラインヘルプと同様の)トピック単位の形式で提供されるので、章、付録、セク
ション番号はありません。

特定のトピック (ハードウェア設置やプロダクトノートなど)に関するすべての情報
が含まれる PDF版を生成するには、HTMLページの左上隅にある PDFボタンをク
リックします。

関連ドキュメント

ドキュメント リンク

すべてのOracleドキュメント http://www.oracle.com/documentation

Sun Server X3-2 http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=SunServerX3-2

Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.1

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

Oracle Hardware Management Pack
2.2

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmp

フィードバック
次のサイトでこのドキュメントについてのフィードバックをお送りいただけます:

http://www.oracle.com/goto/docfeedback

このドキュメントについて
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サポートとアクセシビリティー

説明 リンク

My Oracle Supportを通じた電子的
なサポートへのアクセス

http://support.oracle.com

聴覚障害の方へ:

http://www.oracle.com/accessibility/support.html

アクセシビリティーに対する
Oracleのコミットメントについ
て

http://www.oracle.com/us/corporate/accessibility/index.html

サポートとアクセシビリティー
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VMware ESXiのインストールについて

注 –サーバーは以前は Sun Fire X4170 M3サーバーという名前でした。この旧名がまだ
ソフトウェアに表示されている場合があります。新しい製品名は、システム機能の
変更を示すものではありません。

このセクションでは、VMware ESXiをサーバーにインストールする手順の概要を説
明します。

説明 リンク

VMware ESXiソフトウェアのインストール手順
について学習します。

10ページの「VMware ESXiのインストールタスク
マップ」

サポートされているVMware ESXiソフト
ウェアのバージョンについて学習します。

11ページの「サポートされているVMware ESXiソ
フトウェア」

コンソール表示オプションとそれらの設定方
法について学習します。

11ページの「コンソール表示オプションの選択」

ブートメディアオプションとそれらの設定方
法について学習します。

13ページの「ブートメディアオプションの選択」

インストール先オプションとそれらの設定方
法について学習します。

16ページの「インストール先オプションの選択」

VMware ESXiのインストールオプションについ
て学習します。

17ページの「VMware ESXiのインストールオプ
ション」

関連情報
■ 27ページの「VMware ESXiのインストール」
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VMware ESXiのインストールタスクマップ
次の表では、VMware ESXiソフトウェアのインストール手順について説明します。

手順 説明 リンク

1. サーバーハードウェアを設置し、Oracle ILOMサービスプロ
セッサを構成します。

■ 『設置』、「サーバーのラックへの設置」
■ 『設置』、「サーバーの配線」
■ 『設置』、「Oracle ILOMへの接続」

2. VMware ESXiインストールメディアとドキュメントを入手し
ます。このドキュメントは、手順 7と 8で説明するインス
トール手順およびインストール後手順と一緒に使用すること
をお勧めします。

■ VMware ESXiインストールプログラムの
ISOイメージは、次のWebサイトからダウ
ンロードできます: http://www.vmware.com/
download

■ VMware ESXiのリリースノートは、次の
Webサイトからダウンロードできます:
http://www.vmware.com/

support/pubs/

vsphere-esxi-vcenter-server-pubs.html

3. サーバーの『ご使用にあたって』を確認します。 『Sun Server X3-2プロダクトノート』: http://
www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=SunServerX3-2

4. インストールの実行時に使用するコンソール、メディア、イ
ンストール先を設定します。

■ 11ページの「コンソール表示オプションの
選択」

■ 13ページの「ブートメディアオプションの
選択」

■ 16ページの「インストール先オプションの
選択」

5. OSの新規インストール時の BIOS設定を確認します。 20ページの「BIOSの出荷時デフォルトの確
認」

6. ネットワーク接続をサポートするようにVMware ESXiソフト
ウェアまたはサーバーハードウェアを構成します。

24ページの「ネットワーク接続をサポートする
ためのVMware ESXiソフトウェアまたは
サーバーハードウェアの構成」。

7. VMware ESXiソフトウェアをインストールします。 28ページの「メディアによる単一システムへの
VMware ESXiのインストール」

8. インストール後のタスクを適宜実行します。 33ページの「VMware ESXiのインストール後タ
スク」

関連情報
■ 19ページの「VMware ESXiのインストール準備」

VMware ESXiのインストールタスクマップ
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サポートされているVMware ESXiソフトウェア
サーバーは、次のVMware ESXiソフトウェアをサポートしています。

VMwareソフトウェア 版

VMware ESXi 5.0および 5.0 Update 1

さらに、サポートされているその他のオペレーティングシステムや仮想マシンを
サーバーにインストールすることもできます。サーバーでサポートされているオペ
レーティングシステムの完全な一覧については、最新バージョンの『Sun Server X3-2
プロダクトノート』(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=SunServerX3-2)を
参照して更新情報を確認してください。

関連情報
■ 27ページの「VMware ESXiのインストール」

コンソール表示オプションの選択
このセクションでは、インストールを実行するためにコンソールを接続するオプ
ションについて説明します。

■ 11ページの「コンソール表示オプション」
■ 12ページの「ローカルコンソールを設定する」
■ 12ページの「リモートコンソールを設定する」

コンソール表示オプション
ローカルコンソールをサーバーのサービスプロセッサ (SP)に直接接続することによ
り、OSのインストールやサーバーの管理を実行できます。サーバーでは、2種類の
ローカルコンソールをサポートしています。

■ シリアル管理ポート (SER MGT)に接続された端末
端末を、ポートに直接接続することも、ポートに直接接続した端末エミュレータ
に接続することもできます。

■ ビデオポート (VGA)と 2つの背面USBコネクタに直接接続したVGAモニ
ター、USBキーボード、およびUSBマウス

サーバー SPへのネットワーク接続を確立することにより、リモートコンソールから
OSのインストールやサーバーの管理を行うこともできます。2種類のリモートコン
ソールがあります。

コンソール表示オプション
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■ Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションを使用したWebベースのクラ
イアント接続

■ ネットワーク管理ポート (NET MGT)への SSHクライアント接続

▼ ローカルコンソールを設定する
ローカルコンソールに接続するには、次のいずれかを実行します。

■ 直接または端末エミュレータを介して、シリアル管理ポート (SER MGT)に端末を
接続します。

■ VGAモニター、キーボード、およびマウスをビデオポート (VGA)およびUSB
ポートに接続します。

シリアル管理ポート (SER MGT)接続の場合のみ、ホストシリアルポートへの接続を確
立するには:

a. Oracle ILOMのユーザー名およびパスワードを入力します。

b. Oracle ILOMプロンプトで、次を入力します。
-> start /HOST/console

シリアル管理ポート出力は、Linuxホストシリアルローカルコンソールに自動的に
ルーティングされます。

関連情報
■ Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1ドキュメントライブラリ: http://

www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

▼ リモートコンソールを設定する
サーバー SPの IPアドレスを表示または設定します。
詳細は、『設置』、「サーバー SPの IPアドレスの確認」を参照してください。

Webベースのクライアント接続を使用している場合は、以下の手順を実行しま
す。それ以外の場合は次の手順に進みます。

a. Webブラウザで、サーバー SPの IPアドレスを入力します。

b. Oracle ILOM Webインタフェースにログインします。

1

2

参考

1

2

コンソール表示オプション
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c. Oracle ILOMリモートコンソールを起動して、ビデオ出力をサーバーからWebクラ
イアントにリダイレクトします。

d. 必要に応じて、「Devices」メニューでデバイスのリダイレクト (マウ
ス、キーボードなど)を有効にします。

SSHクライアント接続を使用している場合は、次の手順を実行します。

a. シリアルコンソールから、サーバー SPへの SSH接続を確立します (ssh
root@hostname。ここでは、hostnameはサーバー SPのDNS名または IPアドレス)。

b. Oracle ILOMにログインします。

c. 次を入力して、シリアル出力をサーバーから SSHクライアントにリダイレクトし
ます:

-> start /HOST/console

関連情報
■ Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1ドキュメントライブラリ: http://

www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

ブートメディアオプションの選択
サーバーへのオペレーティングシステムのインストールを開始するには、ローカル
またはリモートのインストールメディアソースをブートします。このセクションで
は、サポートされているメディアソースおよび各ソースの設定要件について説明し
ます。

■ 13ページの「ブートメディアオプションの要件」
■ 14ページの「ローカルブートメディアオプションを設定する」
■ 14ページの「リモートブートメディアオプションを設定する」

ブートメディアオプションの要件
このセクションでは、ローカルおよびリモートメディアを使用するための要件につ
いて説明します。

■ 14ページの「ローカルブートメディアの要件」
■ 14ページの「リモートブートメディアの要件」

3

参考

ブートメディアオプションの要件

13

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31


ローカルブートメディアの要件

ローカルブートメディアには、サーバー上の組み込み型ストレージデバイスまたは
サーバーに接続された外付けのストレージデバイスが必要です。

サポートされているOSのローカルブートメディアソースには、次のものがありま
す:

■ CD/DVD-ROMインストールメディア
■ 該当する場合は、フロッピーデバイスドライバメディア

リモートブートメディアの要件

リモートメディアでは、ネットワークを介してインストールをブートする必要があ
ります。ネットワークインストールは、リダイレクトされたブートストレージデバ
イスか、Pre-boot eXecution Environment (PXE)を使用してネットワーク上にインス
トールをエクスポートする別のネットワークシステムから開始できます。

サポートされているOSのリモートブートメディアソースには、次のものがありま
す。

■ CD/DVD-ROMインストールメディア
■ CD/DVD-ROMの ISOインストールイメージメディア
■ 自動インストールイメージ (PXEブートが必要)

▼ ローカルブートメディアオプションを設定する
ローカルブートメディアを設定するには、この手順を実行します。

使用しているサーバーに組み込み型ストレージデバイスがない場合は、サーバーの
前面または背面パネルに適切なストレージデバイスを接続します。

ローカルデバイスをサーバーに接続する方法については、『設置』、「サーバーの
配線」を参照してください。

▼ リモートブートメディアオプションを設定する
リモートの場所にあるメディアからOSをインストールするには、これらの手順を実
行します。

リモートストレージデバイスからブートメディアをリダイレクトするには、以下の
手順を実行します。それ以外の場合は次の手順に進みます。

a. 次のように、ブートメディアを取り付けるかまたは挿入して、ブートメディアに
アクセスできるようにします。

●

1

ブートメディアオプションの要件
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■ CD/DVD-ROMの場合、内蔵または外付けCD/DVD-ROMドライブにメディア
を挿入します。

■ CD/DVD-ROM ISOイメージの場合、ネットワーク共有された場所で ISOイ
メージがすぐに利用できることを確認します。

b. サーバーOracle ILOM SPへのWebベースのクライアント接続を確立し、Oracle ILOM
リモートコンソールアプリケーションを起動します。

詳細は、11ページの「コンソール表示オプションの選択」に示すWebベースの
クライアント接続に関するセットアップ要件を参照してください。

c. Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションの「Devices」メニューで、次の
ようなブートメディアの場所を指定します:

■ CD/DVD-ROMブートメディアの場合は、「CD-ROM」を選択します。
■ CD/DVD-ROM ISOイメージブートメディアの場合は、「CD-ROM Image」を
選択します。

■ フロッピーデバイスドライバブートメディアの場合は、「Floppy」を選択しま
す (該当する場合)。

■ フロッピーイメージのデバイスドライバブートメディアの場合は、「Floppy
Image」を選択します (該当する場合)。

PXEを使用してインストールを実行するには、次の手順を実行します。

a. PXEブートを使用して、インストールをエクスポートするようにネットワーク
サーバーを構成します。

b. OSインストールメディアをPXEブートで利用できるようにします。
自動 ESXiソフトウェアインストールイメージを使用する場合は、自動OSインス
トールイメージを作成して提供する必要があります。

インストールのセットアッププロセスを自動化する方法については、http://

www.vmware.com/support/pubs/vsphere-esxi-vcenter-server-pubs.htmlから入手
できる ESXi 5のインストールドキュメントを参照してください。

c. インストールメディアをブートするには、一時ブートデバイスとしてPXEブート
インタフェースカードを選択します。

2

ブートメディアオプションの要件
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インストール先オプションの選択
このセクションでは、インストール先を設定する方法について説明します。

■ 16ページの「インストール先のオプション」
■ 17ページの「ローカルストレージドライブ (HDDまたは SSD)をインストール先
として設定する」

■ 17ページの「インストール先としてファイバチャネル Storage Area Networkデバ
イスを設定する」

インストール先のオプション
組み込み型のOracle System Assistant USBフラッシュドライブ (Oracle System Assistant
用に予約されている)を除き、サーバーに取り付けたどのストレージドライブにもオ
ペレーティングシステムをインストールできます。これらにはハードディスクドラ
イブ (HDD)と半導体ドライブ (SSD)があります。

ファイバチャネル PCIeホストバスアダプタ (HBA)を備えたサーバーでは、オペ
レーティングシステムを外付けの FCストレージデバイスにインストールすることも
選択できます。

重要 :内蔵のOracle System Assistant USBフラッシュドライブは、ブート
用または保存用のドライブとしては使用しないでください。

サーバーは、組み込み型のOracle System Assistant USBフラッシュドライブを装備し
た状態で出荷されます。このドライブには、Oracle System Assistant、デバイスドライ
バ、およびOracle ILOM、BIOS、およびサポートされている IOデバイス用の
ファームウェアが含まれています。サポートされるすべてのオペレーティングシス
テムのインストール中に、このUSBフラッシュドライブは、読み取り/書き込み可能
な単一パーティションを持つ SCSIディスクとして検出され、ドライブのリストに
Oracle_SSMと表示されます。次の操作を実行するときに、このデバイスを上書きし
ないように注意してください。

■ オペレーティングシステムのインストール
■ ディスクまたはパーティションのフォーマット操作
■ 一般的なディスク、パーティション、またはファイルシステムの保守

このUSBフラッシュドライブが上書きされた場合でも、元の内容を復元できま
す。USBフラッシュドライブの内容を復元するには、Oracle System Assistant復旧およ
び ISO更新イメージを取得し、このイメージを使用して復元処理を実行します。

Oracle System Assistant復旧および ISO更新イメージをダウンロードし、サーバーの
Oracle System Assistantフラッシュドライブを復元する手順については、『管
理』の「Oracle System Assistantの復元」を参照してください。

インストール先オプションの選択
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▼ ローカルストレージドライブ (HDDまたは SSD)を
インストール先として設定する

ハードディスクドライブ (HDD)または半導体ドライブ (SSD)が正しく取り付けら
れ、電源が入っていることを確認します。

HDDまたは SSDの取り付けと電源の投入方法については、『サービス』の「スト
レージドライブの保守 (CRU)」を参照してください。

▼ インストール先としてファイバチャネル Storage
Area Networkデバイスを設定する

サーバーにPCIe HBAが正しく取り付けられていることを確認します。

PCIe HBAオプションの設置方法については、『サービス』、「PCIeカードの保守
(CRU)」を参照してください。

Storage Area Network (SAN)をインストールおよび構成して、サーバーホストでスト
レージデバイスが認識されるようにします。

手順については、ファイバチャネルHBA付属のドキュメントを参照してください。

VMware ESXiのインストールオプション
下の表では、単一サーバーのインストールオプションについて説明します。

オプション 説明

単一のサーバー 次のいずれかの方法を使用して、単一サーバーに
ESXiソフトウェアをインストールします。
■ ローカル : ESXiのインストールはサーバー上
でローカルに実行されます。このオプション
は、物理的にラックにサーバーを設置し終え
たばかりのときにお勧めします。

■ リモート: ESXiのインストールはリモートの
場所から実行します。ESXiの手動インス
トールを実行するには、Oracle ILOMリモート
コンソールアプリケーションを使用します。

●

1

2

VMware ESXiのインストールオプション
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サーバー 1台構成のインストール方法

ESXiインストールメディアの提供方法を選択します。次の情報を使用して、要件に
もっとも適したローカルまたはリモートの ESXiのインストールを選択します。

メディアの配布方法 その他の要件

ローカルでのCD/DVDドライブの使用 –
サーバーに接続した物理CD/DVDドライブを
使用します。

モニター、USBキーボードおよびマウス、USB
CD/DVDドライブ、および ESXi配布メ
ディア。ローカルインストールの場合
は、サーバーに直接接続されたローカルの
CD/DVDドライブを使用してインストールメ
ディアを提供します。

リモートでのCD/DVDの ISOイメージの使用
– Oracle ILOMリモートコンソールアプリ
ケーションを実行しているリモートシステム
上の、リダイレクトされた物理CD/DVDドラ
イブまたはDVD ISOイメージを使用します。

ブラウザを備えたリモートシステム、接続された
物理CD/DVDドライブ、ESXi配布メディア、お
よびサーバーの管理ポートへのネットワークアク
セス。リモートインストールの場合は、リモート
のCD/DVD USBデバイスまたはCD/DVDイ
メージを使用してインストールメディアを提供し
ます。

VMware ESXiのインストールオプション
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VMware ESXiのインストール準備

これらのトピックでは、VMware ESXiのインストールのためにサーバーを準備する
方法について説明します。

説明 リンク

BIOSの設定。 19ページの「BIOSの設定」

ネットワーク接続をサポートするように
VMware ESXiソフトウェアまたは
サーバーハードウェアを構成します。

24ページの「ネットワーク接続をサポートするた
めのVMware ESXiソフトウェアまたは
サーバーハードウェアの構成」

サーバーでRAIDを構成します。 26ページの「RAIDの構成」

BIOSの設定
オペレーティングシステムをインストールする前に、実行する予定のインストール
の種類をサポートするように BIOS設定が構成されていることを確認するようにして
ください。次のトピックでは、インストールをサポートするように BIOSを構成する
方法について具体的に説明しています。

■ 20ページの「BIOSの出荷時デフォルトの確認」
■ 22ページの「レガシー BIOSとUEFI BIOSモードの切り替え」

関連情報
■ 28ページの「メディアによる単一システムへのVMware ESXiのインストール」
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▼ BIOSの出荷時デフォルトの確認

注 –サーバーを新しく設置し、オペレーティングシステムをはじめてインストールし
た場合、通常 BIOSはデフォルトに構成されていて、このタスクを実行する必要はあ
りません。

BIOS設定ユーティリティーでは、必要に応じて BIOS設定を表示および編集するだ
けでなく、最適なデフォルト値を設定することもできます。BIOS設定ユーティリ
ティー (F2キー)で変更した設定はすべて、次回に設定変更するまで常時使用されま
す。

F2キーを使用してシステムの BIOS設定を表示または編集できるほか、BIOSの起動
中に F8キーを使用することで、一時ブートデバイスを指定できます。F8キーを使用
して一時ブートデバイスを設定した場合、この変更は現在のシステムブートのみで
有効です。一時ブートデバイスでブートしたあとは、F2キーで指定した常時ブート
デバイスが有効になります。

次の要件が満たされていることを確認します。

■ サーバーにハードディスクドライブ (Hard Disk Drive、HDD)または半導体ドライ
ブ (Solid State Drive、SSD)が搭載されている。

■ HDDまたは SDDがサーバーに適切に設置されている。詳細な手順について
は、『サービス』、「ストレージドライブの保守 (CRU)」を参照してください。

■ サーバーへのコンソール接続が確立されている。詳細は、11ページの「コン
ソール表示オプションの選択」を参照してください。

サーバーをリセットするか、サーバーの電源を投入します。

例:

■ ローカルサーバーの場合、サーバーのフロントパネルにある電源ボタンを押して
(約 1秒)サーバーの電源を切断し、次にもう一度電源ボタンを押してサーバーの
電源を投入します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースから「Host Management」>「Power Control」をク
リックし、次に「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ Oracle ILOM CLIで、プロンプトから次のコマンドを入力します。

-> reset /System

始める前に

1

関連情報
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BIOS画面が表示されます。

BIOS画面でプロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリティーにア
クセスします。
しばらくすると、BIOS設定ユーティリティーが表示されます。

出荷時のデフォルト値に設定するために、次を実行します。

a. F9を押すと、最適な出荷時のデフォルト設定が自動的に読み込まれます。
メッセージが表示され、「OK」を選択してこの操作を続けるか、「CANCEL」を選
択してこの操作を取り消すよう指示されます。

b. メッセージで「OK」を強調表示して、Enterを押します。
BIOS設定ユーティリティー画面が表示され、システム時間の欄の最初の値で
カーソルが強調表示されます。

BIOS設定ユーティリティーで次の手順を実行して、システム時間またはシステム日
付に関係する値を編集します。

a. 変更する値を強調表示します。
上下の矢印キーを使用して、システムの時間と日付の選択を変更します。

b. 強調表示された欄の値を変更するには、次のキーを使用します。

■ プラス (+)を押すと、表示されている現在の値が増加します

■ マイナス (-)を使用すると、現在表示されている値が減少します

■ Enterを押すと、カーソルが次の値の欄に移動します

ブート設定にアクセスするには、「Boot」メニューを選択します。
「Boot」メニューが表示されます。

2

3

4

5

関連情報
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「Boot Settings」メニューで、下矢印キーを使用して「Boot Device Priority」を選択
し、Enterを押します。

「Boot Device Priority」メニューが表示され、認識されているブートデバイスの優先
順位が示されます。リストの先頭のデバイスが、ブートの優先度がもっとも高いデ
バイスです。

「Boot Device Priority」メニューで次を実行して、リストの最初のブートデバイスエ
ントリを編集します。

a. 上下矢印キーを使用してリストの先頭のデバイスを選択し、Enterを押します。

b. 「Options」メニューで、上下矢印キーを使用してデフォルトの常時ブートデバイ
スを選択し、Enterを押します。

注 –変更する各デバイス項目に対して手順 7aおよび 7bを繰り返して、リスト内の
ほかのデバイスのブート順を変更できます。

「Boot Device Priority」リストおよび「Options」メニューに表示されるデバイス
文字列は、デバイスタイプ、スロットインジケータ、および製品 ID文字列の形
式です

変更を保存してBIOS設定ユーティリティーを終了するには、F10を押します。

または、「Save & Exit」メニューで「Save and Reset」を選択して変更を保存
し、BIOS設定ユーティリティーを終了することもできます。変更を保存して設定を
終了することを確認するメッセージが表示されます。メッセージダイアログ
で「OK」を選択して、Enterを押します。

注 – Oracle ILOMリモートコンソールを使用している場合、F10はローカルOSにト
ラップされます。このため、リモートコンソールアプリケーションの上部にあ
る「Keyboard」ドロップダウンメニューから「F10」オプションを使用する必要があ
ります。

▼ レガシーBIOSとUEFI BIOSモードの切り替え
BIOSファームウェアは、レガシー BIOSとUnified Extensible Firmware Interface (UEFI)
の両方をサポートしています。デフォルトの設定はレガシー BIOSです。VMware
ESXi 5.0はレガシー BIOSとUEFI BIOSの両方をサポートしているので、インス
トールを実行する前に、レガシーモードとUEFIモードのどちらかに BIOSを設定で
きます。

6

7

8

関連情報
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注 – VMWare ESXi仮想マシンソフトウェアをインストールしたあとで、レガシー
BIOSからUEFI BIOS (またはその反対)に切り替えることにした場合は、ソフト
ウェアを再インストールする必要があります。

サーバーをリセットするか、サーバーの電源を投入します。

例:

■ ローカルサーバーの場合、サーバーのフロントパネルにある電源ボタンを押して
(約 1秒)サーバーの電源を切断し、次にもう一度電源ボタンを押してサーバーの
電源を投入します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を選
択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ Oracle ILOM CLIで、プロンプトから次のコマンドを入力します。

-> reset /System

BIOS画面が表示されます。

BIOS画面でプロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリティーにア
クセスします。

しばらくすると、BIOS設定ユーティリティーが表示されます。

1

2

関連情報
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BIOS設定ユーティリティーで、上部のメニューバーから「Boot」を選択します。

「Boot」メニュー画面が表示されます。

「UEFI/BIOS Boot Mode」フィールドを選択し、+/-キーを使用して、レガシー BIOSま
たはUEFIの目的のモードに設定を切り替えます。

変更を保存してBIOSを終了するには、F10キーを押します。

ネットワーク接続をサポートするためのVMware ESXiソ
フトウェアまたはサーバーハードウェアの構成

VMware ESXi 5.0および 5.0 Update 1仮想マシンソフトウェアのダウンロード ISOイ
メージにはサーバー内蔵のネットワークアダプタ用のドライバが含まれていないた
め、このイメージはサーバーにインストールされません。必要なドライバがない場
合、ESXi 5.0および 5.0 Update 1インストールプログラムは利用可能なネットワーク
接続の検出に失敗し、次の情報メッセージを表示して終了します。

3

4

5

ネットワーク接続をサポートするためのVMware ESXiソフトウェアまたはサーバーハードウェアの構成
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したがって、ESXi 5.0または 5.0 Update 1ソフトウェアをインストールする前に、次
のいずれかを実行する必要があります。

■ 必要なドライバを ESXiインストール ISOイメージに追加する。

必要なドライバを ESXi ISOイメージに追加する手順については、25ページ
の「ESXi ISOインストールイメージへの必要なドライバの追加」を参照してくだ
さい

■ 標準のダウンロード ESXi 5.0または 5.0 Update 1 ISOイメージと互換性のある
ネットワークインタフェースカード (NIC)をサーバーに取り付けます。

互換性のあるNICカードの確認および取り付け手順については、26ページ
の「互換性のあるネットワークインタフェースカードのサーバーへの取り付
け」を参照してください

ESXi ISOインストールイメージへの必要なドライバの追加

オフラインの保管場所にある ZIPファイルを使用して、ドライバを ESXiインス
トール ISOイメージに追加します。カスタマイズした ESXiインストール ISOイ
メージにオフラインの保管場所にある ZIPファイルを組み込む手順について
は、vSphere 5のドキュメントのトピック「vSphere ESXi Image Builder CLIの使
用」(http://pubs.vmware.com/
vsphere-50/topic/com.vmware.vsphere.install.doc_50/

GUID-78CC6C2E-E961-4A5E-B07D-0CE7083DE51E.html)を参照してください。

My Oracle SupportまたはVMwareのダウンロードWebサイトから必要なドライバを
ダウンロードできます。

■ 必要なドライバをMy Oracle Supportからダウンロードする手順については、39
ページの「サーバーファームウェアとソフトウェアの入手」を参照してくださ
い。

ネットワーク接続をサポートするためのVMware ESXiソフトウェアまたはサーバーハードウェアの構成
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■ 必要なドライバをVMwareのWebサイトからダウンロードする手順について
は、http://downloads.vmware.com/

d/details/dt_esxi50_intel_x540_t2ixgbe3_6_5/dCV0YnRod2pidGVkZA==を参照して
ください。

互換性のあるネットワークインタフェースカードのサーバーへの取り
付け

変更されていない ESXiインストール ISOイメージと互換性があるNICを入手
し、サーバーの背面にある使用可能な外部 PCIeスロット (スロット1、2、または 3)
のいずれかに取り付ける必要があります。

互換性のあるNICカードを確認するには、http://www.vmware.com/resources/

compatibility/search.phpのVMwareハードウェア互換性リスト (HCL)を参照してく
ださい。

NICカードをサーバーに取り付ける手順については、NICカードに付属の取付説明
書、および『サービス』、「PCIeカードの保守 (CRU)」に記載されている PCIeライ
ザーとカードの保守手順を参照してください。

RAIDの構成
RAIDを使用する場合は、VMware ESXiをインストールする前にサーバー上でRAID
を構成する必要があります。RAIDを構成する手順については、『設置』、「RAID
の構成」を参照してください。

関連情報
■ 『管理』、「RAIDの構成」

RAIDの構成
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VMware ESXiのインストール

このセクションでは、VMware ESXiをサーバーにインストールする手順について説
明します。

説明 リンク

プリインストール要件 27ページの「準備作業」

メディアによる単一のサーバーへのVMware
ESXiソフトウェアのインストール。

28ページの「メディアによる単一システムへの
VMware ESXiのインストール」

準備作業
次の要件が満たされていることを確認します。

■ RAID (Redundant Array of Independent Disks)をサーバーのストレージドライブ上で
構成する場合は、VMware ESXiをインストールする前にそれを行う必要がありま
す。RAIDの構成の詳細については、『設置』、「RAIDの構成」を参照してくだ
さい。

注 –サーバーに Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵HBA (SGX-SAS6-R-INT-Z)が搭
載されている場合は、VMware ESXiをインストールする前にRAIDボリュームを
作成してそれをブート可能にする必要があります。そうしないと、HBAが
サーバーのストレージドライブを特定できなくなります。

■ コンソール用ディスプレイオプションは、インストールの実行前に選択および設
定するようにしてください。このオプションと設定手順についての詳細は、
11ページの「コンソール表示オプションの選択」を参照してください。

■ ブートメディアオプションは、インストールの実行前に選択および設定するよう
にしてください。このオプションと設定手順についての詳細は、13ページ
の「ブートメディアオプションの選択」を参照してください。

■ インストール先オプションは、インストールの実行前に選択および設定するよう
にしてください。このオプションと設定手順についての詳細は、16ページの「イ
ンストール先オプションの選択」を参照してください。
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■ BIOS設定がデフォルトに設定されていることを確認します。BIOS設定を確認
し、必要に応じて BIOS設定を実行する方法の詳細は、20ページの「BIOSの出荷
時デフォルトの確認」を参照してください。

■ ネットワーク接続をサポートするようにVMware ESXiソフトウェアまたは
サーバーハードウェアを構成します。手順については、24ページの「ネット
ワーク接続をサポートするためのVMware ESXiソフトウェアまたは
サーバーハードウェアの構成」を参照してください。

■ ローカルインストールの場合は、プロンプトが表示されたら、接続された物理
CD/DVD-ROMドライブに ESXiのインストールメディアを挿入します。

■ リモートインストールの場合は、Oracle ILOMリモートコンソールシステムの
CD/DVD-ROMドライブに ESXiのインストールメディアを挿入します。Oracle
ILOMリモートコンソールシステムの「Devices」メニューで「CD-ROM」を選択
していることを確認します。

■ ESXiイメージを使用している場合、Oracle ILOMリモートコンソールシステムか
らその ESXi ISOイメージにアクセスできることを確認します。Oracle ILOMリ
モートコンソールシステムの「Devices」メニューで「CD-ROM Image」を選択し
ていることを確認します。

■ VMware ESXiのインストールの場合、VMサービスコンソールに使用するネット
ワーク管理インタフェースを決定します。

VMサービスコンソールおよび管理インタフェースでは、ネットワークインタ
フェースが必要です。サービスコンソールは、最初に見つかった接続中のインタ
フェースを自動的には使用しません。このため、ネットワークインタフェースの
デフォルトは vmnic0に設定されており、インストール中にサービスコンソール用
のネットワークインタフェースを選択する必要があります。

■ VMware ESXiのドキュメントを準備し、このセクションで説明している手順と併
せて使用できるようにしてください。VMware ESXiのドキュメントは、http://

www.vmware.com/support/pubs/vsphere-esxi-vcenter-server-pubs.htmlから入手
できます

メディアによる単一システムへのVMware ESXiのインス
トール

このセクションでは、x86 (64ビット)版VMware ESXi 5.0および 5.0 Update 1 for x86 (64
ビット)ソフトウェアをインストールする方法について説明します。

■ 29ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用したVMware ESXi
のインストール」

メディアによる単一システムへのVMware ESXiのインストール
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▼ ローカルメディアまたはリモートメディアを使用
したVMware ESXiのインストール
次の手順では、VMware ESXiソフトウェアをローカルメディアまたはリモートメ
ディアからインストールする方法について説明します。この手順では、次のいずれ
かのソースからVMwareのインストールメディアをブートすることを前提にしてい
ます。

■ VMware ESXi 5.0または 5.0 Update 1のCDまたはDVD (内蔵または外付けの
CD/DVD)

■ VMware ESXi 5.0または 5.0 Update 1の ISOイメージ (ネットワークリポジトリ)

注 – VMwareの ISOイメージを使用して、リモートインストールを実行したり、イン
ストールCDまたはDVDを作成したりできます。

インストールメディアをブートできることを確認します。

■ ディストリビューションCD/DVDを使用する場合ローカルまたは外付けの
CD/DVD-ROMドライブに、VMware ESXi 5ディストリビューションメディアの
ブートディスク (CD #1または単一のDVD)を挿入します。

■ ISOイメージを使用する場合.ISOイメージが使用可能で、ブートディスクイメージ
(番号 1が付いたCD、またはDVD)がOracle ILOMリモートコンソールアプリ
ケーションで選択されている (「Devices」メニュー>「CD-ROM Image」)ことを確
認します。

インストールメディアを設定する方法の詳細は、13ページの「ブートメディアオプ
ションの選択」を参照してください。

サーバーをリセットするか、またはサーバーの電源を投入します。

例:

■ ローカルサーバーの場合、サーバーのフロントパネルにある電源ボタンを (約 1
秒)押してサーバーの電源を切断し、次に電源ボタンをもう一度押して
サーバーの電源を投入します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースから「Host Management」>「Power Control」を選
択し、次に「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ Oracle ILOM CLIで「reset /System」と入力します

BIOS画面が表示されます。

1

2

メディアによる単一システムへのVMware ESXiのインストール
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注 –次のイベントがすぐに発生するため、次の手順では集中する必要があります。画
面に表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。

BIOS画面で、F8キーを押して、VMwareのインストールで使用する一時ブートデバイ
スを指定します。

「Please Select Boot Device」メニューが表示されます。

「Boot Device」メニューで、最初のブートデバイスとして外付けまたは仮想CD/DVD
デバイスを選択して、Enterキーを押します。

「Boot Device」メニューに表示されるデバイスの文字列は、デバイスタイプ、ス
ロットインジケータ、および製品 ID文字列で構成されています。

数秒後、VMwareインストールプログラムのスプラッシュ画面が表示されます。

インストールを完了するには、VMware ESXi 5のインストールドキュメントを参照し
てください。

VMware ESXi 5.0および 5.0 Update 1のインストールドキュメントは、http://

www.vmware.com/support/pubs/vsphere-esxi-vcenter-server-pubs.htmlから入手でき
ます。

3

4

5
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次の画面が表示されたら、ESXiソフトウェアをインストールするストレージドライ
ブを選択します。

VMware ESXiのインストールが完了したら、33ページの「VMware ESXiのインス
トール後タスク」に進みます。

6

7

メディアによる単一システムへのVMware ESXiのインストール
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VMware ESXiのインストール後タスク

VMware ESXiのインストールが完了したら、次に示すインストール後タスクを確認
し、使用しているシステムで該当するタスクを必要に応じて実行します。

説明 リンク

ネットワークアダプタの構成。 33ページの「ネットワークアダプタ設定の構成」

接続されているネットワークポートのMACの
確認。

35ページの「接続されているサーバーネット
ワークポートのMACアドレスの確認」

VMware ESXiソフトウェアの更新。 36ページの「VMware ESXiソフトウェアの更新」

VMware ESXiリソースの管理。 36ページの「VMware ESXiリソースの管理」

▼ ネットワークアダプタ設定の構成

注 –このタスクは、静的 IPアドレスを使用している場合にのみ必要です。DHCPを使
用している場合、このタスクは必要ありません。

次の手順では、サーバーに取り付けられているネットワークアダプタを利用できる
ようにVMware ESXiを設定する方法について説明します。これらの手順に
は、サーバーに取り付けられた各ネットワークアダプタの物理ポートの場所を検出
する手順も含まれます。
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VMware ESXiソフトウェアのインストールが完了し、サーバーをリブートすると、次
の画面が表示されます。

「Customize System/View Logs」を選択するには、F2を押します。

VMware ESXi Serverにログインします。

1

2

3

VMware ESXiのインストール後タスク
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「System Customization」ダイアログにアクセスし、「Configure Management

Network」を選択します。

このタスクを完了するには、http://www.vmware.com/support/pubs/

vsphere-esxi-vcenter-server-pubs.htmlにあるVMwareのドキュメントを参照してく
ださい。

▼ 接続されているサーバーネットワークポートの
MACアドレスの確認
サーバーには、NET0、NET1、NET3、およびNET4の 4つのネットワークポートが
あります。このどれかのポートがネットワークに接続されると、VMware ESXiはそ
のポートにMACアドレスを割り当てます。

各サーバーネットワークポートのMACアドレスを確認するには、Oracle ILOMコマン
ド行インタフェース (CLI)で各サーバーネットワークポートに対して次のコマンドを
入力します。

-> show /System/Networking/Ethernet_NICs/Ethernet_NIC_n

ここで、nは 0、1、2、または 3です

4

5

始める前に

●

VMware ESXiのインストール後タスク
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たとえば、サーバーネットワークポート NET0が接続されている場合、上記のCLIコ
マンドは次の出力を生成し、mac_addresses欄にMACアドレスが一覧表示されま
す。
-> /System/Networking/Ethernet_NICs/Ethernet_NIC_0

/System/Networking/Ethernet_NICs/Ethernet_NIC_0

Targets:

Properties:

health = OK

health_details = -

location = NET0 (Ethernet NIC 0)

manufacturer = INTEL

part_number = X540

serial_number = Not Available

mac_addresses = 00:21:28:3D:B7:96

Commands:

cd

show

->

注 –選択するネットワークアダプタが不明な場合は、ネットワーク管理者に問い合わ
せてください。

▼ VMware ESXiソフトウェアの更新
VMware ESXiのインストールメディアには、最新バージョンのソフトウェアが含ま
れていない場合があります。必要に応じて、ESXi Serverソフトウェアを最新の更新
およびパッチで更新します。

ダウンロード手順については、次のWebサイトを参照してください。
http://support.vmware.com/selfsupport/download/

▼ VMware ESXiリソースの管理
VMwareでは、ESXiに関するドキュメントを提供しています。

VMware ESXiリソースの構成と管理については、次でVMwareのドキュメントを参照
してください。

http://www.vmware.com/support/pubs/vsphere-esxi-vcenter-server-pubs.html

●

●
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ネットワークインタフェースの構成

このセクションでは、次の情報について説明します。

■ 37ページの「NICコネクタ」

NICコネクタ
サーバーのネットワークインタフェースコネクタには、次のように物理的なラベル
が付いています。

表 1 NICコネクタのラベル

NICコネクタのラベル インタフェースタイプ

net0 第 1 NICインタフェース (ixgbe0)

net1 第 2 NICインタフェース (ixgbe1)

net2 第 3 NICインタフェース (ixgbe2)

net3 第 4 NICインタフェース (ixgbe3)

注 –単一プロセッサシステムでは、NET 2およびNET 3は機能しません。
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サーバーファームウェアとソフトウェア
の入手

このセクションでは、サーバーのファームウェアとソフトウェアにアクセスするた
めのオプションについて説明します。

説明 リンク

サーバーファームウェアとソフトウエアの
アップデートについて学びます。

39ページの「ファームウェアとソフトウェアの
アップデート」

ファームウェアとソフトウエアへのアクセス
オプションについて学びます。

40ページの「ファームウェアとソフトウェアへの
アクセスオプション」

使用可能なファームウェアとソフトウエア
パッケージを確認します。

40ページの「入手可能なソフトウェアリリース
パッケージ」

Oracle System Assistant、My Oracle Support、ま
たは物理メディアのリクエストによ
り、ファームウェアおよびソフトウェア
パッケージにアクセスします。

42ページの「ファームウェアとソフトウェアへの
アクセス」

ファームウェアとソフトウェアのアップ
デートをインストールします。

46ページの「更新のインストール」

ファームウェアとソフトウェアのアップデート
ファームウェアとソフトウェア (サーバーのハードウェアドライバやツールなど)は
定期的に更新されます。これらは、ソフトウェアリリースとして入手可能になりま
す。ソフトウェアリリースは、サーバー用の使用可能なファームウェア、ハード
ウェアドライバ、ユーティリティーをすべて含んだ一連のダウンロード (パッチ)で
す。これらすべては、まとめてテスト済みです。ダウンロードに含まれるReadMeド
キュメントには、以前のソフトウェアリリースからの変更点および変更されていな
い点について説明されています。

サーバーのファームウェアとソフトウェアは、ソフトウェアリリースが入手可能に
なり次第、更新してください。ソフトウェアリリースにはしばしばバグの修正が含
まれるため、更新により、サーバーソフトウェアと、最新のサーバーファーム
ウェアおよびほかのコンポーネントのファームウェアとソフトウェアとの互換性が
保証されます。
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ダウンロードパッケージ内のReadMeファイルには、ダウンロードパッケージ内の更
新されたファイル、および現在のリリースで修正されたバグに関する情報が含まれ
ます。プロダクトノートには、サポートされるサーバーソフトウェアのバージョン
に関する情報も含まれます。

ファームウェアとソフトウェアへのアクセスオプション
次のオプションのいずれかを使用して、使用しているサーバーに対応した最新の
ファームウェアとソフトウェアを取得します。

■ Oracle System Assistant – Oracle System Assistantは、出荷時にインストール済みの
Oracle x86サーバー用オプションで、サーバーのファームウェアとソフトウェア
を簡単にダウンロードおよびインストールできます。

Oracle System Assistantの使用方法の詳細は、『管理』の「Oracle System Assistantを
使用したサーバーの設定」を参照してください。

■ My Oracle Support –すべてのシステムファームおよびソフトウェアは、http://

support.oracle.comのMy Oracle Supportから入手できます。
My Oracle Support Webサイトで利用できるサービスの詳細については、40ページ
の「入手可能なソフトウェアリリースパッケージ」を参照してください。

ソフトウェアリリースをMy Oracle Supportからダウンロードする手順について
は、42ページの「My Oracle Supportを使用したファームウェアとソフトウェアの
ダウンロード」を参照してください。

■ 物理メディアのリクエスト (PMR) – My Oracle Supportから入手可能なダウン
ロード (パッチ)を含むDVDをリクエストできます。
詳細は、43ページの「物理メディアのリクエスト」を参照してください。

入手可能なソフトウェアリリースパッケージ
My Oracle Supportでのダウンロードは、プロダクトファミリ、製品、バージョンの順
でグループ分けされています。バージョンには 1つ以上のダウンロード (パッチ)が
含まれます。

サーバーとブレードの場合、パターンは似ています。製品はサーバーで
す。サーバーごとにリリースセットが含まれます。これらのリリースは、実際のソ
フトウェア製品リリースではなく、サーバーの更新リリースのことです。これらの
更新はソフトウェアリリースと呼ばれ、まとめてテスト済みの複数のダウンロード
で構成されます。各ダウンロードには、ファームウェア、ドライバ、または
ユーティリティーが含まれます。

次の表に示すように、My Oracle Supportには、このサーバーファミリ向けの同じダウ
ンロードタイプのセットが含まれます。これらも、物理メディアのリクエスト

ファームウェアとソフトウェアへのアクセスオプション
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(PMR)を行なって依頼できます。Oracle System Assistantを使用しても、同じファーム
ウェアおよびソフトウェアをダウンロードできます。

パッケージ名 説明
このパッケージをダウンロードするタ
イミング

Sun Server X3-2 (X4170 M3)
SWバージョン – Firmware Pack

Oracle ILOM、BIOS、およびオプ
ションカードファームウェアを
含む、すべてのシステム
ファームウェア。

最新のファームウェアが必要な
とき。

Sun Server X3-2 (X4170 M3)
SWバージョン – OS Pack

OS Packは、サポートされるオペ
レーティングシステムの
バージョンごとに入手できま
す。各OS Packには、そのOS
バージョン用のツール、ドライ
バ、およびユーティリティーの
パッケージすべてが含まれま
す。

ソフトウェアには、LSI
MegaRAIDソフトウェアが含ま
れます。

Windows OSの場合、このOS
Packには Intel Network Teaming
and Install Packも含まれます。

OS固有のドライバ、ツール、ま
たはユーティリティーを更新す
る必要があるとき。

Sun Server X3-2 (X4170 M3)
SWバージョン – All Packs

Firmware Pack、すべてのOS
Pack、およびすべてのドキュメ
ントを含みます。

このパックには、Oracle VTSや
Oracle System Assistantイメージは
含まれません。

システムファームウェアとOS固
有ソフトウェアの組み合わせを
更新する必要があるとき。

Sun Server X3-2 (X4170 M3)
SWバージョン – Diagnostics

Oracle VTS診断イメージ。 Oracle VTS診断イメージが必要
なとき。

Sun Server X3-2 (X4170 M3)
SWバージョン – Oracle System
Assistant

Oracle System Assistant復旧および
ISOアップデートイメージ。

Oracle System Assistantを手動で回
復および更新する必要があると
き。

各ダウンロードは zipファイルで、ReadMeファイル、およびファームウェアやソフ
トウェアファイルを含むサブディレクトリセットが格納されています。ReadMe
ファイルには、前回のソフトウェアリリース以降に変更されたコンポーネントおよ
び修正されたバグの詳細が記載されています。

入手可能なソフトウェアリリースパッケージ
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ファームウェアとソフトウェアへのアクセス
このセクションでは、ソフトウェアリリースファイルをダウンロードまたはリクエ
ストする手順について説明します。

Oracle System Assistantを使用して、最新のソフトウェアリリースを簡単にダウン
ロードして使用できます。詳細は、『管理』の「Oracle System Assistantを使用した
サーバーの設定」を参照してください。

更新されたファームウェアおよびソフトウェアを入手する方法は、ほかにもMy
Oracle Supportを使用する方法と、物理メディアをリクエストする方法の 2つがあり
ます。参照先:

■ 42ページの「My Oracle Supportを使用したファームウェアとソフトウェアのダウ
ンロード」

■ 43ページの「物理メディアのリクエスト」

▼ My Oracle Supportを使用したファームウェアとソ
フトウェアのダウンロード

次のWebサイトに移動します: http://support.oracle.com

Sign in to My Oracle Support.

ページ上部にある「パッチと更新版」タブをクリックします。

「パッチと更新版」画面が表示されます。

「検索」画面で、「製品またはファミリ (拡張)」をクリックします。
画面に検索フィールドが表示されます。

「製品」フィールドで、ドロップダウンリストから製品を選択します。

あるいは、目的の製品が表示されるまで製品名のすべてまたは一部を入力しま
す。例:サーバー。

「リリース」フィールドで、ドロップダウンリストからソフトウェアリリースを選
択します。

「検索」をクリックします。

ダウンロードできるパッチが一覧表示されます。

入手可能なダウンロードについての詳細は、40ページの「入手可能なソフトウェア
リリースパッケージ」を参照してください。
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ダウンロードするパッチを選択するには、そのパッチをクリックします (Shiftキーを
使用すると、複数のパッチを選択できます)。

アクションパネルがポップアップ表示されます。ポップアップパネルには、「計画
に追加」および「ダウンロード」オプションを含め、いくつかのアクションオプ
ションがあります。「計画に追加」オプションの詳細は、関連するドロップダウン
ボタンをクリックして、「なぜ計画を使用するのですか。」を選択してください。

パッチをダウンロードするには、ポップアップアクションパネルの「ダウン
ロード」をクリックします。

「ファイル・ダウンロード」ダイアログボックスが表示されます。

「ファイル・ダウンロード」ダイアログボックスで、パッチの zipファイルをク
リックします。

パッチファイルがダウンロードされます。

物理メディアのリクエスト
OracleのWebサイトからのダウンロードがプロセスで許可されていない場合は、物
理メディアのリクエスト (PMR)から最新のソフトウェアリリースにアクセスできま
す。

次の表に、物理メディアをリクエストするためのハイレベルタスク、および詳細情
報の入手先のリンクを示します。

説明 リンク

リクエストに必要な情報を収集します。 43ページの「物理メディアのリクエスト用の情報
を収集する」

オンラインまたはOracleサポートに電話して
物理メディアをリクエストします。

44ページの「物理メディアのリクエスト (オンラ
イン)」

45ページの「物理メディアのリクエスト (電話)」

物理メディアのリクエスト用の情報を収集する
物理メディアのリクエスト (PMR)を行うには、サーバーの保証またはサポート契約
が必要です。

PMRを実行する前に、次の情報を収集します。

8

9
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■ 製品名、ソフトウェアリリースのバージョン、および必須パッチを入手しま
す。最新のソフトウェアリリースおよびリクエストしているダウンロード
パッケージ (パッチ)の名前を知っていると、リクエストを実行しやすくなりま
す。

■ My Oracle Supportにアクセスできる場合 – 42ページの「My Oracle Supportを使
用したファームウェアとソフトウェアのダウンロード」の指示に従って、最新
のソフトウェアリリースを確認し、入手可能なダウンロード (パッチ)を表示
します。パッチのリストを表示したあと、ダウンロード手順を続行しない場合
は「パッチ検索結果」ページからほかのページに移動できます。

■ My Oracle Supportにアクセスできない場合 – 40ページの「入手可能なソフト
ウェアリリースパッケージ」の情報を使用して、必要なパッケージを確認
し、そのパッケージの最新のソフトウェアリリースを要求します。

■ 出荷情報を手元に用意します。リクエストの際に、連絡先、電話番号、電子
メールアドレス、会社名、および出荷先住所を入力する必要があります。

▼ 物理メディアのリクエスト (オンライン)
リクエストを行う前に、43ページの「物理メディアのリクエスト用の情報を収集す
る」に記載された情報を収集してください。

次のWebサイトにアクセスします: http://support.oracle.com。

My Oracle Supportにサインインします。

ページの右上の「問合せ先」リンクをクリックします。

「リクエストの説明」セクションに、次の情報を入力します。

a. 「リクエスト・カテゴリ」ドロップダウンメニューで、次を選択します。
ソフトウェアおよびOSメディアリクエスト

b. 「リクエスト・サマリー」フィールドに、次の内容を入力します: Sun Server

X3-2 の最新ソフトウェアリリースの PMR。

「リクエスト詳細」セクションで、次の表に示されている質問に回答します。

質問 回答

メディアの入手をご希望ですか。 あり

どちらの製品ラインのメディアをご希望で
しょうか。

Sun製品

始める前に
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質問 回答

パッチをダウンロードするためのパスワード
に関する問い合わせでしょうか。

なし

CDやDVDでパッチをご希望ですか。 あり

パッチをCDやDVDでご希望の場合、パッチ
の番号、OSとプラットフォームをお知らせく
ださい。

希望するソフトウェアリリースのダウンロードご
とに、パッチ番号を入力してください。

ご希望の製品名とバージョンをお知らせくだ
さい。

製品名: Sun Server X3-2

バージョン:最新のソフトウェアリリース番号

注 – Oracleでは、VMware ESXiのダウンロードを
提供していません。VMware ESXiのダウンロード
は http://www.vmware.com/supportから入手でき
ます。

希望されているメディアのOSとプラット
フォームをお知らせください。

OS固有のダウンロードをリクエストする場合
は、ここでOSを指定します。システムファーム
ウェアのみをリクエストする場合は、「一般」と
入力します。

メディアに言語は必要ですか。 なし

出荷先担当者の連絡先、電話番号、電子メールアドレス、会社名、および出荷先住
所の情報を入力します。

「次へ」をクリックします。

「ファイルのアップロード」の「関連ファイル」画面で「次へ」をクリックしま
す。

情報を指定する必要はありません。

「関連ナレッジ」画面で、リクエストに該当するナレッジ記事を確認します。

「リクエストの送信」をクリックします。

▼ 物理メディアのリクエスト (電話)
リクエストを行う前に、43ページの「物理メディアのリクエスト用の情報を収集す
る」に記載された情報を収集してください。
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注 – Oracleでは、VMware ESXiソフトウェアのダウンロードを提供していませ
ん。VMware ESXiのダウンロードは http://www.vmware.com/supportから入手できま
す。

次のOracle Global Customer Support Contacts Directoryにある該当する番号を使用し
て、Oracleサポートに電話をかけます。
http://www.oracle.com/us/support/contact-068555.html

Sun Server X3-2の物理メディアのリクエスト (PMR)を行いたい旨をOracleサポートに
伝えます。

■ My Oracle Supportから特定のソフトウェアリリースおよびパッチ番号の情報にア
クセスできる場合は、この情報をサポート担当者に伝えます。

■ ソフトウェアリリースの情報にアクセスできない場合は、Sun Server X3-2の最新
のソフトウェアリリースをリクエストします。

更新のインストール
次のセクションでは、ファームウェアとソフトウェアの更新をインストールする方
法について説明します。

■ 46ページの「ファームウェアのインストール」
■ 47ページの「ハードウェアドライバとOSツールのインストール」

ファームウェアのインストール
更新されたファームウェアは、次のいずれかの方法でインストールできます。

■ Oracle Enterprise Manager Ops Center – Ops Center Enterprise Controllerで最新の
ファームウェアをOracleから自動的にダウンロードすることも、Enterprise
Controllerに手動でロードすることもできます。どちらの場合も、Ops Centerで
ファームウェアを 1つ以上のサーバー、ブレード、またはブレードシャーシにイ
ンストールできます。

詳細は、http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/044497.htmlを
参照してください。

■ Oracle System Assistant – Oracle System Assistantは、最新のファームウェアをOracle
からダウンロードしてインストールできます。

詳細は、『管理』、「Oracle System Assistantを使用したサーバーの設定」を参照
してください。
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■ Oracle Hardware Management Pack – Oracle Hardware Management Pack内の
fwupdate CLIツールを使用して、システム内部のファームウェアを更新できま
す。

詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmpでOracle Hardware
Management Packドキュメントライブラリを参照してください。

■ Oracle ILOM – Oracle ILOMおよび BIOSファームウェアは、Oracle ILOM Webイン
タフェースまたはコマンド行インタフェースを使用して更新可能な唯一の
ファームウェアです。

詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31のOracle Integrated
Lights Out Manager (ILOM) 3.1ドキュメントライブラリを参照してください。

ハードウェアドライバとOSツールのインス
トール
Oracle Hardware Management Packなどの、更新されたハードウェアドライバおよびオ
ペレーティングシステム (OS)関連のツールは、次のいずれかを使用してインス
トールできます。

■ Oracle Enterprise Manager Ops Center
詳細は、http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/044497.htmlを
参照してください。

■ Oracle System Assistant
詳細は、『管理』、「Oracle System Assistantを使用したサーバーの設定」を参照
してください。

■ JumpStart、KickStart、第三者のツールなどの、その他の配備機構。
詳細は、オペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

ハードウェアドライバとOSツールのインストール
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